
令和３年度千葉県公立高等学校入学者選抜における

学力検査の実施教科及び出題方針について

１ 実施教科

一般入学者選抜等の「本検査」及び「追検査」

国語、数学、理科、社会は、各教科５０分、英語は６０分（配点は各１００点満点）

※国語の問題は、放送による聞き取り検査を含む。

英語の問題は、放送によるリスニングテストを含む。

２ 出題方針

⑴ 国語

ア 学習指導要領に基づき、３領域（「話すこと・聞くこと」、「書くこと」、「読む
こと」）の基礎的・基本的な力を身に付けているかをみることができるようにする。

イ 〔伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項〕の基礎的・基本的な力を身に付け
ているかをみることができるようにする。

ウ 様々な文章について、内容を的確に理解し、書き手の伝えたいことなどを考察する
力をみることができるようにする。

エ 与えられた材料について、自分の言葉で考えを適切にまとめたり、相手に的確に
伝えたりする力をみることができるようにする。

⑵ 数学

ア 学習指導要領に基づき、数学の基礎的・基本的な知識及び技能を身に付けているか
をみることができるようにする。

イ 多面的にものを見ることや論理的に考えることの基となる、数学の理解力をみる
ことができるようにする。

ウ 事象を数理的に考察し処理するための判断力及び表現力をみることができるように
する。

エ 数学的な見方や考え方を総合的に活用するための思考力をみることができるように
する。



⑶ 英語

ア 学習指導要領に基づき、英語の基礎的・基本的な知識及び技能を、全領域にわたり
身に付けているかをみることができるようにする。

イ 「聞くこと」の領域では、音声を通しての理解力や応答力、大切な事柄を落とさず
聞き取り、適切に判断して答える力などをみることができるようにする。
また、「話すこと」の領域では、対話文等により、文脈を理解し適切に応答したり、

自分の意見を述べたりする力をみることができるようにする。

ウ 「読むこと」の領域では、文や句の意味についての知識だけでなく、目的に応じて
筆者の意図や考えなどの必要な情報を正確に読み取る力や、文章や図表等から読み
取った情報を基に判断して思考する力をみることができるようにする。

エ 「書くこと」の領域では、基本的な単語や文法を用いて、日常的な場面の中で自分
の考えなどを英語でまとめ、適切に表現する力をみることができるようにする。

⑷ 理科

ア 学習指導要領に基づき、第１分野、第２分野からバランスよく出題し、学習の成果
を総合的にみることができるようにする。

イ 基礎的・基本的な知識及び技能並びに科学的な見方や考え方を身に付けているかを
みることができるようにする。

ウ 図や表を基に、科学的に判断する力や結果などを表現する力をみることができる
ようにする。

エ 課題を多面的、総合的にとらえ、科学的に思考し、解決する力をみることができる
ようにする。

⑸ 社会

ア 学習指導要領に基づき、 地理的分野、 歴史的分野及び公民的分野からバランス
よく出題し、学習の成果を総合的にみることができるようにする。

イ 基礎的・基本的な知識及び技能を身に付けているかをみることができるようにする
とともに、現代社会の諸問題に対する関心や理解の程度をみることができるように
する。

ウ 統計や地形図、写真などの諸資料を活用して、社会的事象を判断・分析する力、
そしてそれを表現する力をみることができるようにする。

エ 社会的事象を総合的に考察する力や筋道を立てて思考する力をみることができる
ようにする。


